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□ 無想日m
〈電 話 〉国立劇場チケットセンター (午前 10時 ～午後 6峙〕

0570(07)9900o3(3230)3000(郎 IP電話等
〈インターネット〉http:″ticket ntJ jaC go jp/,ヽ ヵヵ

http:″tickct ntJ jac gO jp/mlスマートフォンす
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新進と花形による

～今をかがやく舞踊家・演奏家たちの競演～

今回の鑑賞会は長唄の人気曲で賑やかに幕を開け、続いて尺八現代曲をじっくりとお聴きいただきます。

次に、地歌舞から源平合戦を描いた本行物 (能に取材した作品)と 、華麗な歌舞伎舞踊の代表曲をご覧ください。

争曲では、偉大な音楽家、宮城道 lltの 名曲を、さいごに、地歌舞の優美な風情をお楽しみいただきます。

出演者はいずれも実力派揃い、かつ清新な顔ぶれが集いました。それぞれの個性あふれる熱演にどうぞご期待ください。

唄

士口

原

雀

本
名
題
は
『
教
草
吉
原
雀
』
。
吉
原
に
来
た
鳥
売
り

の
男
女
が
放
生
会
の
由
来
や
廓
話
を
面
白
く
語
り
ま

す
。
曲
調
は
変
化
に
富
み
、
唄
は
も
ち
ろ
ん
三
味
線
と

囃
子
の
技
巧
を
尽
く
し
た
掛
合
も
聴
き
ど
こ
ろ
で

す
。
杵
屋
禄
宣

公
二
味
線
Ｙ
杵
屋
禄
三
（
唄
）
の
兄
弟

は
関
西
長
唄
界
の
名
門
出
身
。
父
の
杵
屋
勝
禄
、
伯
父

の
杵
屋
東
成
の
前
名
を
そ
れ
ぞ
れ
継
承
し
、
周
囲
の

期
待
も
高
い
俊
英
で
す
。

長
唄
舞
踊
　
泣朦
　
　
　
　
　
“敷

五
変
化
舞
踊
『
訂
へ
す
バく
ヽ
餘
波
大
津
絵
』
の

一
番

目
。
大
津
絵
に
描
か
れ
る
、
藤
の
枝
を
か
つ
い
だ
美
し

い
娘
の
姿
を
舞
踊
化
し
た
人
気
山
で
す
。
若
柳
佑
輝

子
は
父
で
あ
る
若
柳
流
四
世
家
元
若
柳
壽
延
の
薫
陶

を
う
け
、
明
る
く
華
の
あ
る
新
進
舞
踊
家
で
す
。
立
命

館
大
学
卒
業
後
、
一
段
と
活
躍
の
場
を
広
げ
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

筆

山

水

の
変

態

宮
城
道
雄
、
十
四
歳
の
処
女
作
に
し
て
代
表
作
。
水

が
霧
、
雲
、
雨
、
雪
…
と
変
化
す
る
様
を
詠
ん
だ
和
歌

七
首
に
よ
る
も
の
。
立
日
律
や
旋
法
に
若
き
天
才
の
個

性
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
名
曲
で
、
後
に
替
手
が
つ
き
曲

想
を

一
層
引
き
立
て
て
い
ま
す
。
演
奏
は
宮
城
道
雄

の
高
弟
須
山
知
行
・
中
島
警
子
率
い
る
大
阪
の
名
門

桐
絃
社
の
村
上
洋
子
、
竹
内

一
で
す
。
宮
城
争
曲
を
精

力
的
に
探
求
す
る
二
人
の
演
奏
は
聴
き
逃
せ
ま
せ
ん
。

地
歌
舞

五
早
妻
漏州
子

山
村
謙
江
は
山
村
若
禄
次
・久
子
夫
妻
の
長
女
で
、

幼
少
か
ら
伯
母
の
四
世
宗
家
山
村
若
に
師
事
し
ま
し

た
。
自
身
の
舞
台
活
動
に
弟
子
の
指
導
、
ま
た
大
阪
芸

術
大
学
講
師
な
ど
広
く
人
材
育
成
に
も
力
を
注
ぎ
ま

す
。
「吾
妻
獅
子
」
は
、
「
雪
」
他
で
も
名
高
い
峰
崎
勾
当

の
作
曲
。
振
付
は
亡
父
若
様
次
。
上
方
ら
し
い
は
ん
な

り
と
品
の
よ
い
舞
で
こ
の
会
の
悼
尾
を
か
ざ
り
ま
す
。

尺

八

竹そ

籟れ

琴
古
流

立
日
化
尺
八
の
川
崎
貴
久
は
三
橋
貴
風
に

師
事
す
る
気
鋭
の
演
奏
家
で
す
。
第
五
十
期
Ｎ
Ｈ
Ｋ

邦
楽
技
能
者
育
成
会
卒
業
、
第
五
回
尺
八
新
人
王
決

定
戦
優
勝
ほ
か
国
内
外
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入
賞
多

数
。
現
代
音
楽
の
大
家
、
諸
井
誠
が
尺
八
の
古
典
本
曲

（
独
奏
曲
）
に
想
を
得
て
作
曲
し
た
名
曲
、
「
竹
籟
五

立量

に
瑞
々
し
い
感
性
が
ひ
か
り
ま
す
。

地

歌

舞

「ハ

島 よ

吉
村
な
を
は
、
士
口
村
昂
一扇
の
も
と
で
研
鑽
を
積
み
、

平
成
二
十
四
年
な
に
わ
芸
術
祭
新
進
舞
踊
家
競
演
会

で
新
人
賞
に
輝
い
た
逸
材
で
す
。
「
八
島
」
は
、
春
の
朧

夜
、
か
つ
て
の
源
平
の
激
戦
地
を
臨
む
讃
岐

（
現
在
の

香
川
県
）
の
浜
が
舞
台
で
す
。
緊
迫
し
た
合
戦
を
描
く

場
面
が
最
大
の
見
ど
こ
ろ
で
、
一
一枚
扇
の
鮮
や
か
な

扱
い
な
ど
、
舞
の
魅
力
が
満
載
で
す
。

五

章

4月 11日 (月 )午前10時～
〈電 話 〉国立劇場チケットセンター [午前10時 ～午後6時〕

0570(07)9900
03(3230)3000 部IP電議警
(インターネット〉http:〃 tickct ntljac go jp/ぃ ッコン

http:〃 ticket ntljac go jp/m隊 マトフ初

4,300円 学生 3,000円 ※暉著者の方は2割 引です

4月 12日 (火)チ ケツト売場 眸 前10時 ～午後6時 1
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